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将来の高レベル放射性廃棄物の減容化のため、使用済燃料（MOX燃料含む）の発生量・再処理量を予測評

価し、ガラス固化体の廃棄物充填率を最適化することで、MA 分離技術の導入シナリオの効果に加え、廃

棄物減容や処分場への負荷低減について評価した。 
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1. 緒言  

高燃焼度 UO2や MOX といった使用済燃料の多様化が想定されており、継続的な核燃料サイクルの推進

のためにはそれらの再処理技術の開発や廃棄物の減容化への取組みが重要となる。高レベル放射性廃棄物

の減容化にはガラス固化体中の廃棄物の高充填化が効果的であるが、崩壊熱が増加するため、処分場の設

計や安全評価への影響を踏まえた合理化や技術適用の効果を予測・提示することが求められる。そこで本

発表では、エネルギー基本計画[1]で想定されている原子力発電比率に基づいて将来の使用済燃料の発生量

や再処理量を仮定し、マイナーアクチニド（MA）分離技術や高充填化を適用するシナリオについて、将来

の廃棄物発生量や地層処分への負荷の観点から評価した。 

2. 評価方法  

2100年までの原子力発電電力量（プルサーマル含む）、燃料条件（炉型・燃焼度等）、再処理量等のシナ

リオを仮定し、使用済燃料の特性に応じて ORIGEN2.2-UPJにより発生する廃棄物量等を評価した。ガラス

固化体の廃棄物充填率は既報[2]に従い、従来の処分概念及び熱制限[3]において処分場面積が最小となるよう

高充填化（最適化）し、発生量を評価した。MOXガラスはMA分離の適用を仮定し最適化した。 

3. 結果と考察 

図にガラス固化体発生量の積算値を示す。2100年時の

UO2ガラスの発生量は標準充填率（10.8 wt%）[3]で 64,878

本であるが、使用済燃料の特性に応じて 11.3～13.8 wt%

に高充填化することで、発生量は 55,423本と約 15%低減

された。MA分離を適用しないMOXガラスは発熱が顕著

なため低充填（約 2 wt%）となり、結果、発生本数が多

くなる。ここで、使用済 MOX 燃料の再処理までの冷却

期間等を考慮して MA 分離割合を 87%と仮定すると、

MOXガラスは 11.2～13.9 wt%まで高充填化が可能となり、

総発生量は 85%低減された。発表時には、シナリオや評

価条件の詳細説明とあわせ、処分場面積に対する高充填化

やMA分離の効果について報告する。 
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